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１１月に入り、私たちは死者の月を迎えました。特に、新型コロナウィルス感染症で亡くなられた方のために祈りを捧げましょう。

全世界で１０月２１日までに亡くなられた方は凡そ４９１．９万人。２０日一日で８７７４人が亡くなられ、日本でも２１日までに１万８１

７４人の方々が亡くなられました。現在、確かに感染者数、重症者数ともに減ってきましたので、このまま終息に向かうよう願い

ましょう。そんな今だからこそ、「兄弟愛と社会的友愛」について考察してみたいと思います。 

 

◆すべて人の兄弟となる 

教皇フランシスコ様は、昨年１０月、自身三つ

目となる回勅「フラテッリトゥッティ（兄弟の皆さ

ん）」を出されました。教皇様が語る兄弟愛とは、

カトリック教会内の人だけでなく、その外の人も

含みます。かのアッシジの聖フランシスコもまた

教会以外の人々を自らの兄弟として迎え、すべ

ての人と兄弟となりたいと考えていました。彼は

「自分を太陽、海、風の兄弟だと感じ・・・人間とは、なおさら

結ばれている」（回勅「兄弟の皆さん」No.２.）と知っていた

からです。 

◆出向いていく 

十字軍の時代、フランシスコはエジ

プトのイスラム世界に出向いた事があ

ります。言語や文化、宗教の違いを乗

り越えたいという、この訪問は困難を

極めました。が、すべての人を受け入

れたいという彼の強い望みは叶えられ

たのです。この時、彼が自ら弟子たちに求めたのは、自分た

ちがキリスト教徒であることを隠さず誇示し、口論や言い争

いでなく、兄弟的な服従の心と謙虚さを保つよう教え諭し

たと言われています。互いが己の教えを主張し、相争うよう

なことになれば、意味がありません、それは対話ではなく排

斥であり、単なる排除でしかありません。 

◆すべての人に注がれる愛 

現代社会は簡単に他者を切り捨て排斥し、貧しい人が命

の危険に晒されても無関心に生きる時代です。こうした非

福音的な状況を教皇様は憂慮し、それゆえに「兄弟愛と社

会的友愛」を思い起こすよう促しているのです。善意ある    

 

人々と対話し話し合って、愛の実践へと舵をきり、

自由と協働の道を探りましょう。そこに相手を愛

おしく思う兄弟愛が生まれるからです。一人ひと

りを心から差別なく尊敬しましょう。互いに相手

を支え、助け合い、そして慰めてこそ、兄弟愛の

真価です。まだ兄弟となってないなら、そこに出

向いていきましょう。 

◆分断から共存へ 

世界はかつて戦争という痛ましい現実から平和の大切さ

を学びました。そして様々な形で共存共栄を進めてきまし

た。しかし、今、分断から破壊へと歩み始めています。人々

の間に憎悪と恨みが交錯し、善人でさえ復讐心を増幅させ

ているからです。あらゆる国で頻発するテロと紛争は終わ

るどころか、ますます過熱しています。国家間に渦巻く利己

主義と人間愛の喪失は悲劇しか生みません。そのことを憂

いながら、本心に立ち返り、愛と正義を立て直しましょう。あ

らゆる人々と連帯し、一致を目指して平和と共存への道を

模索すべき時がきています。 

◆自由で開かれた世界 

地球規模でのグローバル化が進

み、世界は確かに緊密に結び合っています。リアルにあらゆ

る世界の情報を獲得できますし、様々な人と知り合えます。

インターネットによって人と人との間は近くなりましたが、兄

弟愛は生まれませんでした。自分の利益だけが優先され、

人々は互いに騙し合い、傷つけあったのです。結果、貧しい

人が傍で苦しんでいても、ただ傍観し、ある者は無視、また

無関心に通り過ぎたのです。今こそ、自由で開かれた人に

なるときです。枯渇寸前の資源を奪い合い、殺しあって、独

占することに何の意味があるのか。もう終わりにしましょう。
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11 月 2 日 「死者の日」 

2019年四旬節黙想会にて［カトリック大口教会］     

（facebook 贖い主信徒の会より） 

 

  

  

 

                                                                                                    

カトリック教会で行われる通夜の式は「親しい人との別れは、だれにとっても悲しいことです」

という招きの言葉で始まりますが、特に身近な人の死を前にして、死という現実を目の当たり

にするのはいつの世も同じです。しかしキリストを信じる者にとって死が人生の終わりに思え

たとしても、新たな人生の始まりであり、目的である天国への旅立ちであることを信じている

からこそ、人の死を素直に見つめ、悲しみの中にも安らぎを覚えるのです。通夜での祈りはそ

のことを表明します、「キリストは『わたしは復活であり、いのちである。わたしを信じる者

はたとえ死んでも生きる』と教えられました。別離の悲しみのうちにもわたしたちは、このキ

リストのことばに慰めと希望を見いだします」（カトリック儀式書「葬儀」）。このようにキリスト教においては、死と

いうものが神のみもとに帰り、永遠のいのちにあずかるということですから、亡くなった人の魂が永遠に安らかに憩うよ

うに祈りをささげることをかねてから教えてきました。またわたしたちは生者同士の関係だけでなく、生者と死者との連

帯関係にあります。故人が天国に入るためにはその霊魂があらゆる罪の汚れから清められ、神のみもとで永遠の幸福にあ

ずかることができるように祈ることによって死者を助けるだけでなく、死者がわたしたちのために執り成しをしてくださ

ることを信じるがゆえに、教会はキリスト教の初期時代から、死者の記念を深い敬愛の心をもって尊び、死者のための祈

願をもささげてきました。教会の典礼暦で１１月 1日「諸聖人の日」の翌日、１１月 2日を「死者の日」とし、亡くなっ

たすべてのキリスト者を記念します。                            ―カトリック中央協議会― 

                                    

 

マックス・アッシャー神父様 

レデンプトール修道会司祭 日本宣教師 

１９３６年１２月１４日  生誕 

１９６０年 ９月 ４日  初誓願 

１９６８年 ４月２８日  司祭叙階 

２０２１年１０月 ５日  召天 

「行って、『天の国は近づいた』と宣べ伝えなさい」 

（マタイによる福音 10 章 7 節） 

１０月９日（土曜日）午前１０時ドイツ、ガルス修道院聖堂にて葬儀告別ミサが執り行われました。師は、徳之島で

の宣教、谷山教会の主任司祭としても（１９８６年～１９８７年）活躍され、最後にカトリック大口教会主任司祭を務

められ２０１９年春ドイツへ帰国されました。長い間、日本での宣教ありがとうございました。永遠の安息の中で憩わ

れますように。 

 １０月９日（土）9：00～     

 教会の草取りがありました。 

 まだまだ暑い中、参加された 

 皆様、お疲れ様でした。庭が 

 とてもきれいになりました。              とてもきれいになりました。 

当番班は６・７班の方々で、 当番班は 6・7班の方々で、 

 お茶の準備をしてくださいま 

 した。良～く冷えたお茶が、 

 渇いた喉を潤してくれました。 

 感謝❕❕  

11 月の教会歴より 

写真・平田龍二様  
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セシリア松村精子さん（11 班）が 10/7 付

けでザビエル教会へ転出 

１０月５日 アッシャー神父様が帰天されました 

草取り 

12/5 パウロ会 書籍・グッズ販売があります。 

https://www.cbcj.catholic.jp/publish/sogi2/


２０２１年 11月＜ミサ典礼＞の朗読及び先唱奉仕のお願い 

◆11月となりました。今月は死者の月です。やすらぎドームに眠る私たちの兄弟姉妹を思い起こし、御霊の安らぎ

を願い、祈りを捧げましょう。また共に新型コロナウィルス感染症で亡くなられた多くの方々のためにもその安息を

願いましょう。感染症の勢いがここにきて大きく弱まって来ました。ワクチン接種の効果でしょうか。それでも油断は

禁物。感染症対策は一気に緩めるのでなく、手指消毒とマスク着用を基本にして、三密と規模縮小を緩和すること

は少しずつ始めましょう。また当修道院壁の修復と雨漏り修理、そして室内リフォームもほぼ終わりました。工事期

間中は色々とご迷惑をおかけいたしましたが、ありがとうございました。 

さて１1月のミサの朗読典礼奉仕は以下のように順番になります。引き続き、ご協力お願いいたします。 

 

◆入堂前の手指消毒及びマスク着用、検温及び氏名と連絡先の記入に協力願います。 

◆三密回避策を緩和して聖堂内への入場制限をおよそ６０人とします(*但し、典礼奉仕者を除きます）。 

◆人数を超える場合は玄関ロビーでお願いします。泣部屋は子ども連れ家族のみとします。 

◆聖堂内では白印を前にご着席ください❕同時に換気と加湿を行っています。 

◆聖体拝領は一列に並び前後 1ｍ以上間隔を空けて前へゆっくりとお進みください。 

 

■11月典礼の先唱及び朗読の役割分担は以下の通りです。 

◇11月 7日 年間第 32主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● ６・７班 

◇11月 14日 年間第 33主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● ８・９班 

◇11月 21日 王であるキリスト 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● 10班  

◇11月 28日 待降節第 1主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● 1班  

 

★諸聖人ミサから１１月が始まります。亡くなった方々を思い起こして祈りましょう。特にマックス・アッシャー神父様

が１０月５日朝、ドイツで亡くなられました。突然のことでしたが、日本でのご活躍とその宣教活動を思い起こしなが

ら、共に御霊の安らぎをお祈りください。未定ですが、１１月中に追悼のミサを捧げたいと思います。また、１１月の最

後の主日ミサから待降節に入ります。キリストの誕生を祝う前に心から回心の恵みを願い、改めて平和と一致のう

ちに希望の光が世界を照らし出し、このコロナ禍後を生きることができますように祈りましょう。神の祝福！                                    

２０21/11/１ 主任司祭 トマス頭島光 
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ペシャワール会は、1983年

医師・中村哲氏のパキスタン

の医療活動を支援する目的

で結成された国際 NGO

（NPO）団体です。2019年

アフガニスタンでペシャワー

ル会の現地代表を務めてい

た医師の中村哲氏は、銃撃

を受け亡くなられました。 

今は、中村哲氏の意志を受

け継ぎ、医師・村上優氏が会

長となり、「現地の人たちに

寄り添いながら、命をつな

ぐ、守る」活動を続けておら

れます。（NHKネットサービス） 

頭島神父様が、修道院にあっ

た古切手やハガキ等、ペシャ

ワール会に送りました。その

お礼状です。 

            



典礼と行事 朗読奉仕者 掃除当番 班会

1日 (月)
祭日
6：30

諸聖人
朝ミサ

2日 (火) 6:30 朝ミサ                         　　　　死者の日

3日 (水)
11：00
19:00

命日祭ミサ　　　　　　　　　　　　　　　　文化の日
召命ミサ　　　　＜求道者勉強会シーズンⅣ＞4

4日 (木)
記念日
6：30

聖カロロ・ポロメオ司教
朝ミサ

5日 (金) 19:00 初金ミサ

6日 (土) 19:00 年間第32主日のミサ ➅➆ 教会

7日 (日) 6:30＆9：00 年間第32主日 ➅➆

8日 (月) 6:30 朝ミサ

9日 (火)
祝日
6：30

ラテラン教会の献堂
朝ミサ

10日 (水)
記念日
19：00

聖レオ一世教皇教会博士
召命ミサ

11日 (木)
記念日
6：30

聖マルチノ（ツール）司教
朝ミサ

12日 (金)
記念日
6:30

聖ヨサファト司教殉教者
朝ミサ

13日 (土) 19:00 年間第33主日のミサ ➇⑨ 教会

14日 (日) 6:30＆9：00 年間第33主日 ➇⑨

15日 (月) 6:30 朝ミサ

16日 (火) 6:30 朝ミサ

17日 (水)
記念日
19：00

聖エリザベト（ハンガリー）修道女
召命ミサ　　　　＜求道者勉強会シーズンⅣ＞5

18日 (木) 6:30 朝ミサ

19日 (金) 6:30 朝ミサ

20日 (土) 19:00 ⑩ 教会

21日 (日)
祭日
6：30＆9：00

王であるキリスト
年間第34主日 ⑩

22日 (月)
記念日
6：30

聖セシリアおとめ殉教者
朝ミサ

23日 (火)

24日 (水)
記念日
19：00

聖アンデレ・ジュン・ラク司祭と同志殉教者
召命ミサ

25日 (木) 6:30 朝ミサ

26日 (金) 6:30 朝ミサ

27日 (土) 19:00 待降節第1主日のミサ ① 教会

28日 (日) 6:30＆9：00 待降節第1主日 ①
29日 (月) 6:30 朝ミサ

30日 (火)
祝日
6：30

聖アンデレ使徒
朝ミサ

　　　ロザリオの祈り

　　　レジオ・マリエ

　　　聖書と教理ーⅡ

☆12月5日　パウロ修道会による2022年のカレンダーや手帳、書籍の出張販売が予定されています。

　　気持ちよくクリスマスが迎えられますように！

☆防火管理者を大良さんに担当していただきました。　今後防火訓練も実施していく予定。

　　班どうし協力して日頃出来ないところを中心に行って下さい。ご協力よろしくお願い致します。

☆11月から典礼が、一部変更されます。徐々に変更していきます。

令和3年（2021年）谷山教会11月の予定と祝日表（11月1日～11月30日）

日時

毎週（火）10：00～　　　　　　　         2，9，16，23，30日

毎週 (水)  14：30～　　　　　　　     　  3，10，17，24日

毎週（金）10:30～12：00　　　       　   5，12，19，26日

年間第34主日のミサ★司牧評議会のテーブル、椅子の設営

☆大掃除はコロナ禍の為、一緒に作業はできませんが、「大掃除の班の分担表」ができています。それに従って

　　朝ミサなし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勤労感謝の日

★14：00～ ベトナム人共

同体ミサ アン神父様司式

今
月
の
行
事
当
番
班
は
8
・
9
班
で
す

★ミサ後司牧評議会
(司会当番班8・9班）

貧しい人のための世界祈願日

聖書週間22日まで

司牧評議会の

一 部です。


